
　令和4年5月14日、京町家再生研究会の令和４年度（2022年
度）の総会終了後、理事会が開催され、小島富佐江前理事長
の理事長職退任に伴い、新たに当方が理事長に推挙され、理
事各位の承認を得て理事長職を拝命することとなりました。
　当方が再生研に参加させていただいたのは2003年に京都
府から委託された「京町家の建築用材に関する基礎調査」の
報告書作成がきっかけでした。以来、幹事として様々な活動に
参加するなかで京町家について学び、見分をひろめることが
できました。また、連携して町家改修の実務を担う京町家作事
組にも加えていただき、改修の現場に関わらせていただきま
した。先達の活動の蓄積と教えに感謝の気持ちを新たにして
います。
　再生研は設立以来30年が経過し、その間、望月秀祐氏、大
谷孝彦氏、小島富佐江氏が理事長職を担われ、会の活動を主
導いただきました。そのあとを引き継ぐこととなりましたが、
若輩でもあり、経験も知識もまだまだ不足していると思います
が、すこしでも会のお役に立てるよう努めていきたいと考えて
います。
　今後の活動については、出来る限りこれまでの活動を継続
しつつ、少しずつでも進展を図りたいと考えています。

京町家再生研究会理事長就任のご挨拶

　法的問題、社会状況の変化への対応など、課題は大きく、
解決の見通しをたてることは容易ではありませんが、それを
見据えつつ、出来ることから、個々の活動を進めていきます。
　京町家設計塾は第５期の募集を開始し、親子体験教室は
状況をみて再開する予定です。京町家と家具の関わり、大型
町家の再生についても検討を継続していきます。「もみじの
小路」、「宇治小倉の町家再生」などの具体的な案件に引き
続き、「羽曳野の町家再生」など、新たな案件にも取り組みつ
つあります。例会や勉強会では「棟梁のお話し」や再生事例
の見学会の他、若手設計者による町家再生の取り組みにつ
いてお話をお聞きするなど視野を広げて学ぶ場を設けて
いくことを計画しています。防火と防災、構造の考え方につ
いても、継続して勉強会を開催していく方針です。その他、新
たな相談や状況に応じ、臨機応変に活動を展開したいと考
えています。
　会員の皆様に於かれましては、引き続き、ご指導ご鞭撻の
程、よろしくお願い申し上げます。

特定非営利活動法人　京町家再生研究会
理事長　内田康博
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久しぶりに本部に集まり、オンラインの参加者も交えて、総
会を開催いたしました。事業報告、計画予算については議
案通り承認をいただきました。前年度に報告した通り、役員
改選を行いました。設立以来、会の中心として活躍されてき
た木下龍一理事、監事として見守ってくださった田中昇監
事が退任の意向を示されており、理事には友の会の事務局
として活動を支えている惣司めぐみ氏、監事にはアラキ工
務店社長の荒木勇氏の新任が承認されました。
顔を合わせて忌憚の無い意見交換ができること、遠方から
もオンラインで参加できること、など、現状やこれからの方
向性について、情報共有を行いました。
表紙で紹介しております通り、終了後の理事会で、10年間理
事長を務めた小島富佐江理事が理事長を退任、新たに内
田康博理事が理事長に選任されました。
設立30周年を迎え、世代交代をはかりながら、京町家ととも
に再生し続けていくよう、今後とも皆様のご協力、ご支援を
よろしくお願い申し上げます。　　　　　文章　丹羽結花

新型コロナ感染症の影響で、例年よりも少し遅い開催となりま
したが、２０２２年度の京町家友の会総会を３年ぶりに開催
することができました。
参加人数はいつもより控えめとなりましたが、総会の会場で直
接、会員のみなさんにお目にかかれることができ、大変うれし
い総会となりました。今回は、友の会初の試みとして、総会にオ
ンライン参加も可能にしたところ、３名の会員さんにそれぞれ
のご都合に合わせて、参加していただけました。
総会はくろちく「天正館本店」で行い、総会後は一般公開をはじ
められたばかりの「八竹庵」（旧川崎家住宅）を、オーナーの黒
竹さんのご案内で見学しました。黒竹さんには、八竹庵と黒竹
さんとの出会いや縁、思い入れなどを、さんさんと美しい日差し
が入り込むお座敷で、じっくりお話を伺いました。なごやかで、
楽しい、とても贅沢なひと時でした。
今年度の友の会は、勉強会などはオンラインで、見学会は現地
に皆様と一緒にお出かけをし、さらなる交流を広げていきたい
と考えています。新しい試みとしては、総会後、友の会の会員さ
ん限定の公式LINEアカウントを取得しました。Instagramや
Facebookでの公式な発信とともに、郵送でお届けしている勉
強会や例会といった会員限定の案内や、ちょっとした事務局の
ひとりごとを、不定期ですがお届けしていく予定です。
今年度もどうぞよろしくお願いいたします。
京町家友の会事務局　惣司めぐみ

◇京町家友の会◇京町家再生研究会

友の会「総会」

日　時　 5月14日（土）10時30分から12時15分
場　所　本部
参加者　13名（内、4名がオンライン参加）、委任状21名

友の会「八竹庵」見学会

第五期　京町家設計塾　実測調査 同左



作品について

私たちは、「継ながる町家」を

コンセプトに、京都の伝統文化を

地域の子どもたちに継承する文化

教室を提案しました。

思い出と趣の詰まった町家を、次

の百年にも継なげるために、「今

の意匠を活かすこと」は勿論、継

なぎ手・担い手となるこどもたち

に愛してもらえるよう、「新たな

風を吹き込むこと」を目指した計

画です。

たくさんの人が集い、たくさんの

会話が生まれ、たくさんの笑顔が

溢れる、皆を継なぐ町家となるこ

とを願っています。

スペースデザイン設計科・インテリアデザ

イン設計科2年生の授業課題として、年々

消えゆく京町家の再生に向けた提案を行

うこの取り組み。京町家再生研究会の小

島様、内田様のご協力のお陰で18年目と

なりました。

今回の舞台は、東山区宮川町にある町

家。学生３～４名から構成されたチームで

課題に取り組みます。漠然と利用すること

だけを考えるのではなく、町家としての価

値を高めて持続可能な仕組みを提案する

ことが求められました。

各チーム思い思いの「使い方」を表現し、

去る5月13日にはクライアントの皆様に向

けてプレゼンテーションを行いました。そ

の場でご講評いただき、プレゼンテー

ション終了後はクライアント様と担当講師

陣による投票を行い、さまざまな観点から

優れた提案をしたチームを選出しました。

この度ご協力いただいた皆様へ、心より

御礼申し上げます。

各作品の全容は、当校のホーム

ページからご覧いただけます。

作品について

歌舞伎の隆盛とともに発展した花街宮川町。芸

に生きる芸妓、舞妓達が育んだ歴史が根付いて

いるこの町で、「宮川サロンゆるね家」を提案

しました。“癒・流・寧”をテーマに、風や水の

流れを感じながら穏やかな時間を過ごしてほし

いという願いをこめて名付けました。

昼間は、1Fに観光客に向けた足湯と薬膳カフェ

スペース、2Fに芸舞妓達のコミュニティサロン

を設けました。

夜は一般客でも芸舞妓さんの舞を見ることがで

きるお茶屋体験の場となっています。この場所

が、宮川町や京町家の文化継承の１ページとな

ることを願います。

ご協力いただきました皆さまに心より御礼申し上げます。

作品について

私達は町家やその暮らしを体験できる

保育園として「みやっこ保育園」を提

案します。地域住民であり、これから

の未来を担う子どもたちが暮らしに思

い出や親しみを持つことが「残してい

きたい」という気持ちに繋がると思

い、保育園を計画しました。

暮らしを体験できる特別活動として、

台所体験・障子張替え体験・漆喰塗替

え体験・華道・茶道などがあります。

子供たちがみやっこ保育園を通して健

やかに成長することと、そんな子供た

ちが大人になったときに町家が継承さ

れていくことを願います。

作品について

私たちは京都の仕出し文化

と町家を掛け合わせたお弁

当屋さん、花弁（はなび

ら）を提案します。

お弁当は人や場所を選ばず

手軽に食べられる良さがあ

ります。敷居が高く感じら

れる京町家をお弁当屋さん

にすることで、多くの人に

お弁当を介して町家の魅力

を知ってもらえると考えま

した。地域住民や観光客の

コミュニケーションの場と

なるように計画しました。様々な事を学ぶ場として造りました。

英語などの一般的な保育園では学ぶことが

あまりないことも、学べるようになっています。

丸窓からは通り庭の吹き抜けに作られた

準棟纂冪を覗き込めるようになっています。

▲　　　　を眺めている様子準棟纂冪
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入口を抜けると正面にはお釜と選べるおばんざいの

ショーケースが並んでいる。厨房エリアは準棟纂冪を再現しており、

松本邸の通り庭を活かした造りとなっている。また、黒皮鉄を

使用した鉄骨階段の下には３種のお弁当の見本を展示している。

メインの販売エリアは吹き抜けで開放感のある空間となっており、

三和土の床と白聚楽の壁、厨房エリアの準棟纂冪など昔ながらの京町家を再現している。

南側の庭の一部を店舗入口として使用。

塀の高さは既存より少し下げることで

圧迫感を少なくし京町家に馴染む

デザインにしている。

北側の通り庭では京野菜のマルシェなど

地域のイベントでも活用できる。


